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株式会社ジャパン・インフラ・ウェイマーク 

 

株式会社ジャパン・インフラ・ウェイマーク 

日本初のドローン点検の定常業務化を実現するべく 

新たに 4 社との資本業務提携を実施 

 

この度、ドローンを活用したインフラ点検ソリューションを提供する株式会社ジャパン・イ

ンフラ・ ウェイマーク（本店：大阪市中央区、代表取締役社長：柴田巧、以下 ＪＩＷ）に、

株式会社エイト日本技術開発（本店：岡山市北区、代表取締役社長：小谷裕司）、株式会社Ｊ

Ｒ西日本イノベーションズ（本店：大阪市北区、代表取締役社長：和田裕至）、九州電力株式

会社（本店：福岡市中央区、代表取締役社長執行役員：池辺和弘）、八千代エンジニヤリング

株式会社（本店：東京都台東区、代表取締役社長執行役員：出水重光）が資本参加いたしまし

たことをお知らせいたします。 

ＪＩＷは４社と共に、ドローンでの点検業務を定常業務化することで、従前より進めている

ＡＩの共同強化を加速し、さらにその先のレベル４飛行を見据えた全自動点検に向けて、日本

全国の様々なインフラ構造物を点検してまいります。 

 

1. 経緯 

 公共インフラの老朽化が進み、維持管理のための労働力不足も課題となる現在、加えてニュ

ーノーマルな働き方が求められております。インフラ点検の効率化は、インフラ事業者を中心

に日本社会全体の課題となっている今、この課題を解決するため、インフラ点検に関わる事業

者４社と資本業務提携をすることといたしました。 

 

2．概要及び目的 

本資本業務提携により、ドローン点検が対象とするインフラ構造物を道路橋、鉄道構造物、

発電・変電設備へ拡大し、各社が保全する設備の定常業務への組込みを実現します。 

また、将来的には収集された点検データが、ＪＩＷのクラウド上に配置されたＡＩにより人

の手を介さない自動解析が可能となる未来をめざします。その将来像に向けて、業界を横断

し、設備点検で獲得した質の高い教師データを用いてＡＩを強化・学習させていく事で、高品

質なＡＩシステムの開発を行います。 

加えて、現状では点検時に技術者に強いられる現地派遣負担を解消することを目的に、自動

巡視点検技術の確立（レベル４技術）をめざします。これら新しい技術の活用推進、全自動点

検技術や、出資会社様と共同強化するＡＩ技術を組み合わせ、点検の最適化をめざしたニュー

ノーマルな点検方法を実現していきます。 



 

なお今回の資本業務提携にあたり、ＪＩＷは第三者割当増資を実行し、提携先各社はＪＩＷ

の普通株式の一部を取得いたしました。 

 

3． 資本提携先と業務提携内容 

各社の資本参加を契機に、以下の内容で業務提携いたしました。 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

４．各社コメント 

 

株式会社エイト日本技術開発 

常務取締役 事業統括 永井 泉治 様 より 

  当社は、「価値ある環境を未来に」をテーマに地球環境や国土の保全、地域のインフラ整

備に優れた技術の発揮を通して、企業価値の向上を果たすと共に社会的責任を全うし、人類の

福祉に貢献することとしています。 

この度のＪIW様との連携により、インフラ点検の先駆者として、高精度の判断技術に加え、

省力化による働き方改革を進めながら、明日の時代を担う若手技術者の育成、また、ＩｏＴ等

情報通信技術を活用し、公共インフラのメンテナンス技術の高度化に邁進してまいります。 

 

株式会社ＪＲ西日本イノベーションズ  

代表取締役社長  

和田 裕至 様 より 

 当社グループは国鉄採用のベテラン社員が大量に退職する時期を迎えるなか、より少ない人

数でも安全に保有する鉄道設備のメンテナンスができるよう様々な取り組みを進めてまいりま

した。今回のＪＩＷとの提携により、ドローン・ＡＩを活用し、高所、高電圧など特殊な現場

作業においても、安全で効率のよい点検が可能となるよう、努めてまいります。 

 

九州電力株式会社  

上席執行役員  

テクニカルソリューション統括本部 

情報通信本部長 新開 明彦 様 より 

 九州電力はこれまでドローンを活用して、災害復旧の迅速化、 電力インフラのメンテナン

ス効率化を推進してまいりました。そのノウハウやリソースを活用して、「九電ドローンサー

ビス」として２０１９年７月に事業化し、 九州地域のお客さまのニーズに基づく多様なサービ

スを提供させていただいております。 

 今回、ドローンの機体・ＡＩに関して高い技術力を持つジャパン・インフラ・ウェイマーク

様と協力関係を構築することによって、インフラ点検に関する機体開発、サービス開発を共同

で行い、社内外におけるドローン活用範囲の拡大と提供するサービスの充実を図り、地域・社

会が抱える課題の解決に寄与してまいります。 

 

 

八千代エンジニヤリング株式会社 

取締役常務執行役員 

経営企画本部長 

高橋 努 様 より 

橋梁などの社会インフラの老朽化は大きな社会課題の一つであり、限られた財源の中、効

率的・効果的に保全していくためには、ドローンやＡＩといった先進技術を活用していくこと

が必要です。当社は建設コンサルタントとして社会資本の整備・維持に携わっていますが、Ｊ



 

ＩＷとの提携により、インフラ点検の高度化を実現することで、老朽化に対する課題解決に貢

献したいと考えております。 

  

 

 

■ＪＩＷについて 

正式名称   株式会社ジャパン・インフラ・ウェイマーク 

本店所在地  大阪府大阪市中央区馬場町 3 番 8 号  

（東京事務所：東京都中央区銀座１－６－５ 銀座 B ビル ３Ｆ） 

設立     2019 年４月１日 

代表     代表取締役社長 柴田 巧 

＜事業内容＞ 

トータルメンテナンスサービス：インフラ点検のコンサル・企画からドローンを活用した空

撮、ＡＩを活用した点検診断・レポート化等 

サポートサービス：ドローン販売・レンタル、メンテナンス、教育研修、保険取次 

 

 

■エイト日本技術開発について 

正式名称   株式会社エイト日本技術開発 

  （Ｅ・Ｊホールディングス株式会社の 100％子会社） 

本店所在地  岡山市北区津島京町３－１－２１ 

設立     1955 年３月１日（創業）/1957 年 5 月/2009 年 6 月 1 日（統合再編） 

代表     代表取締役社長 小谷 裕司 

＜事業内容＞ 

国内・海外業務における総合建設コンサルタント事業 

事業内容：河川、砂防及び海岸海洋/港湾及び空港/道路/鉄道/上水道及び工業用水道/下水道/

農業土木/森林土木/水産土木/廃棄物/造園/都市計画及び地方計画/地質/土質及び基礎/項構造

及びコンクリート/トンネル/施工計画、施工設備及び積算/建設環境/電気電子/測量/補償コン

サルタント/建築設計 

事務所等：国内拠点か所５９、海外駐在事務所２か所 

 

■ＪＲ西日本イノベーションズについて 

正式名称   株式会社ＪＲ西日本イノベーションズ 

       （西日本旅客鉄道株式会社の 100%子会社） 

本店所在地  大阪市北区大深町１－１ 

設立     2016 年１２月１日 

代表     代表取締役社長 和田 裕至 

＜事業内容＞ 

コーポレートベンチャーキャピタルの運営業務 

 



 

■九州電力について 

正式名称   九州電力株式会社 

本店所在地  福岡県福岡市中央区渡辺通二丁目１－８２ 

設立     1951 年５月１日 

代表     代表取締役 社長執行役員 池辺 和弘 

＜事業内容＞ 

国内電機事業、その他エネルギーサービス事業、ＩＣＴサービス事業、その他の事業 

 

■八千代エンジニヤリングについて 

正式名称   八千代エンジニヤリング株式会社 

本店所在地  東京都台東区浅草橋５－２０－８ ＣＳタワー 

設立     1963 年１月２９日 

代表     代表取締役社長執行役員 出水 重光 

＜事業内容＞ 

1. 土木、建築、機械、電気設備等に関する計画、調査、設計、評価、施工、工事・事業監理お

よび技術協力 

2. 環境、地質・土質に関する調査、計測、分析、評価、保全計画および技術協力 

3. 公共ならびに民間施設等に関する企画、建設、維持管理および運営 

4. 通信機器、電子機器、コンピューターおよびそれらの関連・周辺機器、ソフトウェアならび

にシステムの開発、設計、販売、賃貸および保守 

5. 工業所有権の取得、実施許諾及び販売 

6. 発電およびエネルギー供給事業 

7. 測量業 

8. 計量証明事業 

9. 労働者派遣事業 

10. 前各号に附帯する一切の事業 

 

 

 

本件に関する報道機関からのお問い合わせ先 （※取材依頼はＪＩＷまでお願いいたします） 

株式会社ジャパン・インフラ・ウェイマーク 

広報担当：高橋・牧田 

E-MAIL ：jiw_strategy@jiw.co.jp 

※お問い合わせの際は、アドレスをお確かめのうえ、お間違いのないようお願いいたします。 


